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第１期(H28～R2) 主な取組・成果

ア 圏域全体の経済成長のけん引

民間活力による住民サービスの向上と
地元中小企業の活性化を図る。１期
(H29)、２期(H30)修了生の新規事業着手
率は８割（15名中12名）。

呉西観光誘客推進事業（継続）

ウ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

呉西地区成年後見センター運営事業（継続）

とやま呉西圏域共創ビジネス研究所運営事業（継続）

こども福祉支援相互連携事業（継続）

平成29年４月から、こども医療費受給資格証を利用できる
医療機関及び薬局を呉西圏域全体に拡大。１歳～中学３年
生は、圏域内の保険医療機関等を受診した場合、窓口での
金銭負担が不要。

【研修の様子】

高度な医療サービス連携事業（継続）

北陸新幹線・新高岡駅を活用したツアー造成、シンガポー
ルや台湾に向けたインバウンド事業を実施。

平成31年４月に開設。成年後見制度の
利用に関する相談、市民後見人の養成
や市民後見人バンク（令和2年7月末時点
での登録者数は49名）の運営などを行う。
〔内訳〕高岡市14、射水市13、氷見市８、砺波市６、

小矢部市５、南砺市３

高岡市民病院・包括的がん医療センターに専門資格を有す
る看護師を配置。また、砺波総合病院への診療情報管理士
配置及びがん相談支援センターへの専門資格を有する看護
師を配置。これらにより、高岡・砺波の両医療圏において、が
んに対する高度な医療サービスの提供を図る。

【センターが入居する高岡市社会福祉協議会館】

呉西地区成年後見センター運営事業（継続）

歴史文化の学び交流事業（新規）

ＩＣＴ教育環境に関する調査・研究（新規）

専門家による講習会の開催や先進事例等の共有など、
各市がICT教育環境を整備し、有効活用するための調査・
研究を進める。
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就業マッチング支援事業（継続）

Web説明会等新たな手法を取り入れたマッチング機会を
創出する。

公共施設マネジメント推進事業（継続）

施設の相互利用推進により圏域住民の利便性向上を図る。

相談業務、市民後見人養成講座実施（基礎研修）、フォ
ローアップ研修、法人後見業務などを行う。

地図情報デジタル航空写真共同撮影事業（継続）

各市で撮影していた航空写真を共同で委託。撮影に係る
委託料約800万円を削減。

６市の水平連携を生かす
（高岡・射水・氷見・砺波・小矢部・南砺）

圏域の歴史・文化を相互に学ぶ機会を創出し圏域住民
の生涯学習の推進や文化振興を図るため、他市の学芸
員を講師に招く交流講座の実施や合同企画の検討を行う。

各市の強みを生かした連携による
圏域全体の発展に向けて

全ての市が主体的に取組を進める。

呉西圏域ポイントサービス事業（継続）

県公式スマートフォンアプリ「元気とやまかがやきウォー
ク」を活用し、健康づくりに無関心な世代を含めた圏域住民
が、楽しみながら健康づくりを実践できるきっかけとなる取
組を行う。

とやま呉西圏域の特長である

ア 圏域全体の経済成長のけん引

イ 高次の都市機能の集積・強化

ウ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上

第１期事業を
深化・発展

移住・定住トータルサポート事業（継続）

首都圏など現地での移住セミナーのみならず、オンライン
セミナーも開催。関係人口の増加を図る。

より暮らしやすい呉西圏域の形成

※第２期では全市が１事業以上の事業実施主体市を担う予定
※継続する事業は新たな視点を加えて取組内容の見直しを検討

広域的公共交通ネットワーク強化事業（継続）

ＪＲ城端・氷見線沿線公共交通網形成計画に基づく各種施
策の展開や路面電車万葉線のＩＣカード導入検討などを実施。
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